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!(4!以上の-.1QQQ星は作れない？



目的： 円盤を通して質量降着する星を考える。*
　　　　星の回転が小さければ、O8<<とともに角運動量も*
　　　　持ち込まれる。*
*

************しかし、星が持てる角運動量には限界がある*EM限界G*
*

*************M限界に近い星にさらに83306:.9させたらどうなる*
　　　　のだろうか？そもそも可能か？*
*
手法： 円盤、星、遷移層を合わせた定常解を解析的に求める。*
*
結論： M限界に近くても降着は可能*
************O8<<は星に流入し、角運動量は抜かれる解に移行する。*
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Paczynski (1)



D_0*10.`&6*E52<=_</80*<%07836G 角速度10.`&6

U8<6<*7.0*<&.Z&'*0./8:9[*</80<*EO.</&'*M<*a*M30G

Paczynski (2)

これだけ*
M<*b*M30*

Paczynski (3)

D_0*10.`&6*E52<=_</80*<%07836G 角速度10.`&6

U8<6<*7.0*08125&'*0./8:9[*</80<*EO.</&'*M<*b*M30G

これだけ*
M<*a*M30*



目的： 星光度がc5529[.9値に近い場合は、輻射圧の寄与*
　　　　のため、M<*a*Mdでも星構造を維持できない*EMN限界G*
*

************これでは星から角運動量を抜けないので、*
************降着が不可能になるであろう。*
*

************初代星形成時にこのようになる場合があるか？*
　　　　どれくらい効くだろうか？*
*
手法： 降着ありの原始星進化計算*EZ2/K*4cA,*3.56G*
*
結論： 降着率が大きめだと容易にこの限界に達する。*
　　　　その結果、e,4A到達時の星質量は!(4!以下。*
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Lee & Yoon (1)

様々な一定降着率下での*
原始星E半径Gの進化

********:O6<38&6比較*
*

_*,3306:.9*:O6*
*
*
*
_*d6&R29_S6&OK.&/D*:O6



Lee & Yoon (2)

Lee & Yoon (3)

ここが!(4!でe,4A到達*
可能の最大質量

f*降着率^*g*h*"(_H*4!#'0の場合*i*
*

Nj(C!に達した時点で3202:38&に*
なり、降着率が低下すると仮定*
*

************Eいろんな値で計算G*
"(_g*4!#'0まで*
下げた場合


